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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,統合型ソフトウェア開発環境の構成法,及び具体的な要素モジュールの設計について研究し
たもので,主な成果は以下のように要約できる｡
1.情報階層を元にしたCASEツール統合の実現
統合型開発環境において扱われる情報を階層化し,階層間の情報変換によってツール統合が実現できる
ことを示した｡開発プロセスにも注目した階層を用いることで,データ練合だけでなく,利用者インター
フェース (UI)統合やプロセス統合も同様に実現される｡さらに,統合化サービスがコンポーネントウ
ェアによって実装されることを示した｡
2.利用者インタフェース (UI)における統合化サービスの実現
UIが持つ,画面構成部品としての側面と,入出力操作としての側面をモデル化しこれらの間の情報変
換としてUI統合を実現した｡また,入出力操作モデルとソフトウェア生産物の表示情報モデルとの間の
変換によってプロセス統合が実現できることを示した｡
3.ソフトウェア生産物の持つ意味による表示情報制御
生産物の持つ意味は,ツールが利用する観点情報に依存する｡ 表示情報と観点情報を情報変換を用いて
統合することで,ツールによる生産物表示を意味によって制御できることを示した｡具体例として意味指
向グラフエディタを設計し,その有効性を示した｡
4.統一的意味モデルを用いたデータ統合の実現
個々の生産物の持つ意味は,ソフトウェアの本質を表す統一的意味モデルからの観点写像によって構成
されることを示し,観点写像の合成によってデータ統合を実現した｡実際に,分析段階と設計段階との間
にまたがる生産物変更波及に利用できることを示した｡
以上,本論文は近年複雑化,大規模化をつづけるソフトウェア開発を効率化する上で重要な技術基盤と
なる統合型開発環境の構成法について研究したものであり,学術上,実際上寄与するところが少なくない｡
よって,本論文は博士 (工学)の学位論文として価値あるものと認める｡ また,平成8年12月25日論文内
容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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